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諏訪市博物館内で行われているミニギャラリー展「中央道発掘から半世紀」

中
央
道
発
掘
畠
垂
を
遺
物

諏
訪
市
博
物
館
、
、
、
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

諏
訪
市
博
物
館
（
同
市
中
洲
）

は
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
「
中
央

道
発
掘
か
ら
半
世
紀
」
を
同
館
2

階
常
設
展
示
室
2
の
一
角
で
行
っ

て
い
る
。
1
9
7
3
年
か
ら
乃
年

に
か
け
て
、
中
央
自
動
車
道
建
設

に
先
立
つ
遺
跡
発
掘
調
査
（
中
央

こ
の
う
ち
、
湖
南
大
熊
に
あ
る

縄
文
時
代
の
遺
跡
「
荒
神
山
遺

跡
」
か
ら
は
、
藤
森
が
亡
く
な
っ

た
翌
年
（
閏
年
）
、
栽
培
種
の
可
能

性
が
あ
る
炭
化
種
子
が
発
見
さ

れ
、
藤
森
が
提
唱
し
た
縄
文
時
代

中
期
か
ら
農
耕
が
行
わ
れ
た
と
す

ム
」
（
大
昔
調
査
会
共
催
）
を
開

催
。
中
央
道
発
掘
に
参
加
し
、
炭

化
種
子
を
発
見
し
た
岡
田
正
彦
さ

ん
＝
飯
田
市
吊
を
招
く
。

開
館
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後

5
時
。
月
曜
休
館
（
7
月
1
5
日
は

開
館
）
。
入
館
料
は
一
般
3
1
0

円
、
小
中
学
生
1
5
0
．
円
。
問
い

合
わ
せ
は
同
館
（
電
話
0
2
6
6

・
5
2
・
7
0
8
0
）
へ
。（

山
本
雄
太
）

道
発
掘
）
が
同
市
内
で
行
わ
れ
、

多
く
の
遺
物
が
見
つ
か
っ
た
。
こ

の
う
ち
の
出
土
品
約
4
0
点
と
現
場

写
真
を
展
示
し
、
貴
重
な
数
々
の

遺
物
が
発
見
さ
れ
た
中
央
道
発
掘

を
振
り
返
る
。
7
月
1
5
日
ま
で
。

発
掘
が
行
わ
れ
た
の
は
、
現
在

中
央
道
が
通
る
同
市
湖
南
か
ら
豊

田
ま
で
の
西
山
地
域
。
発
掘
初
期

に
は
、
同
市
出
身
の
考
古
学
者
、

藤
森
栄
一
（
1
9
1
1
～
閏
年
）

も
参
加
し
た
。
2
年
余
り
の
発
掘

で
、
1
5
遺
跡
か
ら
約
8
0
0
箱
分

の
遺
物
が
出
土
し
、
一
部
は
県
宝

や
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た。

る
「
縄
文
農
耕
論
」
の
可
能
性
を

示
し
た
。

今
回
は
、
荒
神
山
遺
跡
の
出
土

品
を
中
心
に
展
示
。
荒
神
山
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
炭
化
種
子
や
県
宝

指
定
の
深
鉢
型
土
器
な
ど
の
遺
物

が
並
ぶ
。
ま
た
、
発
掘
の
経
緯
を

ま
と
め
た
年
表
や
、
発
掘
現
場
で

の
藤
森
を
収
め
た
写
真
も
飾
っ

た
。
同
館
学
芸
員
は
「
展
示
は
ご

く
一
部
で
す
が
貴
重
な
も
の
ば
か

り
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

い
た
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

同
館
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
9
日
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
、

第
3
8
回
「
す
わ
大
昔
フ
オ
ー
ラ


